
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
日
本
が
抱
え

て
い
た
法
制
度
上
の
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
こ
れ
を

奇
貨
と
し
て
、
社
会
全
体
の
Ｄ
Ｘ
、Society 5.0

の
実
現

に
向
け
て
未
来
志
向
の
規
制
・
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。
社
会
が
抜
本
的
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
今
、
技
術
の
進
歩
に
柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応
し
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
規
制
・
制
度
の
構
築
が
何
よ
り

も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
座
談
会
で
は
、
政
府
、
経
済
界
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
有
識
者
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、

Society 5.0

時
代
の
規
制
・
制
度
の
あ
り
方
、
課
題
に
つ

い
て
議
論
す
る
。
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加
速
化
が
求
め
ら
れ
る 

規
制
・
制
度
改
革

原
　
本
日
は
、
足
元
の
規
制
・
制
度
改
革
、
さ
ら
に

は
そ
の
先
に
我
々
が
目
指
すSociety 5.0

時
代
の
規

制
・
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、自
己
紹
介
を
兼
ね
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
お
立

場
か
ら
規
制
・
制
度
改
革
に
対
す
る
お
考
え
や
具
体

的
な
取
り
組
み
を
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

経
済
界
と
し
て 

積
極
的
に
提
言
す
べ
き

時
田
　
菅
内
閣
は
、
９
月
の
発
足
以
来
、
行
政
改

革
・
規
制
改
革
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
私
は
２
０
２
０
年
度
か
ら
、
経
団
連
の

行
政
改
革
推
進
委
員
長
に
就
任
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

当
委
員
会
で
は
「
簡
素
で
効
率
的
な
政
府
の
も
と
で

の
、
民
間
主
導
の
経
済
社
会
の
活
性
化
と
競
争
力
の

強
化
」
を
目
指
し
て
、
規
制
・
制
度
改
革
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
経
済
界
と
し
て
も
、
政
府
と
足
並
み
を

揃
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
積
極
的
に
提
言
し
て
い

く
べ
き
時
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

規
制
は
必
要
に
基
づ
い
て
創
設
さ
れ
て
も
、
時
間

の
経
過
と
と
も
に
陳
腐
化
し
、
国
民
の
利
便
性
や
円

滑
な
経
済
活
動
な
ど
を
阻
害
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
少
子
高
齢
化
、
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
急
速
な
普
及
な
ど
、
時
代
状

況
に
合
わ
せ
た
規
制
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、

社
会
の
大
き
な
変
化
、
特
に
急
速
な
デ
ジ
タ
ル
化
が

求
め
ら
れ
る
中
、
規
制
改
革
の
必
要
性
を
改
め
て
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　

経
団
連
で
は
、
全
会
員
企
業
・
団
体
か
ら
規
制
改

革
要
望
を
毎
年
度
集
約
し
、
政
府
の
規
制
改
革
推
進

会
議
や
関
係
各
省
に
対
し
、「
各
社
が
今
ま
さ
に
困

っ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
課
題
の
解
決
」「
将
来
を

見
据
え
た
新
た
な
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
」
に
必

要
な
規
制
改
革
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
３
月
に
は
、
２
０
１
９
年
度
の
要
望

と
し
て
「Society 5.0

の
実
現
に
向
け
た
規
制
・
制

度
改
革
に
関
す
る
提
言
」
を
、
続
く
４
月
に
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
を
受
け
た
緊
急
対

応
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
阻
害
す
る
書
面・押
印・

対
面
原
則
の
撤
廃
に
つ
い
て
会
員
企
業
か
ら
事
例
を

集
め
、
政
府
へ
提
出
し
ま
し
た
。
10
月
に
は
、
２
０

２
０
年
度
の
新
規
要
望
な
ど
75
件
を
取
り
ま
と
め
、

政
府
に
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

時
代
に
即
し
た
規
制
改
革
を 

ア
ジ
ャ
イ
ル
に
推
進

小
林
　
７
〜
８
年
前
か
ら
経
済
財
政
諮
問
会
議
、
産

業
競
争
力
会
議
、
未
来
投
資
会
議
、
あ
る
い
は
Ｃ
Ｓ

Ｔ
Ｉ（
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
）な

ど
に
お
い
て
、
政
府
の
経
済
政
策
、
成
長
戦
略
に
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
１
９
年
10
月
か
ら
規
制

改
革
推
進
会
議
の
議
長
と
し
て
、
規
制
改
革
の
推
進

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
、
デ
ジ
タ
ル
化

が
世
界
的
な
潮
流
と
な
る
中
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
改
革
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
乗
り
遅
れ
る
と
、
日
本
の

国
力
は
間
違
い
な
く
失
わ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、

常
に
規
制
の
必
要
性
を
点
検
、
見
直
し
、
新
た
な
課

題
に
は
規
制
体
系
の
変
革
を
迫
る
な
ど
、
規
制
改
革

を
大
胆
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
同
会
議
の
役
割
で

す
。
２
０
１
９
年
か
ら
会
議
体
が
常
設
化
さ
れ
、
体

制
も
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
が
急
速
に
変
化
す
る

中
で
、
規
制
改
革
を
不
断
に
行
う
こ
と
の
重
要
性
は

増
し
て
お
り
、
時
宜
を
得
た
組
織
改
編
で
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
時
代
に
即
し
た
規
制
改
革
を
、
ス
ピ

ー
ド
感
を
も
っ
て
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

こ
の
１
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
、
デ
ジ
タ
ル
、
オ
ー
プ

ン
と
い
う
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
、
規
制
改
革

を
ア
ジ
ャ
イ
ル
に
進
め
る
べ
く
、
議
論
し
て
き
ま
し

た
。
中
で
も
デ
ジ
タ
ル
の
規
制
改
革
と
し
て
、
第
１

に
書
面
・
押
印
・
対
面
規
制
の
見
直
し
、
第
２
に
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
・
服
薬
指
導
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
、

第
３
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
を
踏
ま
え
た
規
制
の

総
点
検
と
い
う
３
つ
の
課
題
を
設
定
し
、
社
会
全
体

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
規
制
改
革
を
推
進
し
て
い

ま
す（
図
表
１
）。

デ
ジ
タ
ル
関
連
法
で 

進
め
ら
れ
る 

様
々
な
検
討

石
井
　
私
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
や
個
人
情
報
保
護
を
中
心

に
情
報
法
に
関
わ
る
テ
ー
マ

を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
情

報
法
は
「
デ
ジ
タ
ル
関
連

法
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
も

出
来
ま
す
が
、
法
学
の
中
で

も
非
常
に
裾
野
の
広
い
分
野

で
す
。
憲
法
・
民
法
等
の
伝

統
的
な
法
分
野
の
一
部
を
形

成
す
る
も
の
で
、
全
体
が
体

系
立
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
と
い
う
点
に
難

し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
の
視
点
と
し
て
、
公

的
部
門
と
民
間
部
門
の
規
律

を
分
け
て
見
る
と
い
う
方
法

が
あ
り
ま
す
。
国
や
地
方
公

共
団
体
に
つ
い
て
は
行
政
手

続
き
の
電
子
化
、
民
間
事
業

者
に
つ
い
て
は
個
人
情
報
保

護
、
消
費
者
保
護
、知
的
財

産
、競
争
な
ど
の
各
領
域
で
の
規
律
が
、デ
ジ
タ
ル
関

連
法
の
主
な
領
域
と
言
え
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
巡
る
規
制
・
制
度
に
つ
い
て
、

２
０
０
０
年
の
「
Ｉ
Ｔ
基
本
法
」
制
定
に
よ
り
高
度

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
形
成
に
向
け
た
施

策
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
２

０
０
３
年
の
個
人
情
報
保
護
法
の
制
定
、
２
０
１
０

年
ご
ろ
か
ら
は
、
著
作
権
法
な
ど
の
知
財
分
野
で
も

違
法
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
刑
事
罰
化
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
対
応
し
た
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。
今
年
は
個
人

情
報
保
護
法
が
改
正
さ
れ
、
さ
ら
に
官
民
の
規
律
を

一
体
化
す
る
た
め
の
議
論
が
、
内
閣
官
房
の
検
討
会

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
関
係
で
は
、
内
閣
府
の

消
費
者
委
員
会
、
経
済
産
業
省
、
総
務
省
、
公
正
取

引
委
員
会
、
消
費
者
庁
な
ど
、
様
々
な
政
府
省
庁
で

規
律
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
が
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
消
費
者
庁
の
検
討
会
で

は
、
消
費
者
が
一
方
当
事
者
と
な
る
取
引
に
お
い
て
、

違
法
商
品
、危
険
な
商
品
へ
の
対
応
、消
費
者
へ
の
広

告
表
示
、
紛
争
解
決
の
あ
り
方
な
ど
に
お
け
る
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
役
割
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や 

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
進
化
に 

対
応
出
来
て
い
な
い
規
制
・
制
度

松
本
　
当
社
は
、
２
０
１
４
年
の
創
業
、
従
業
員
数

１．�オンライン診療・服薬指導、オンライン教育
　▶ �デジタル時代において最大限これらの活用を図るべく、恒久化、拡大し改革を推進�

◦  安全性と信頼性をベースに、オンライン診療を初診も含め原則解禁、�
　電話ではなく映像を原則化することで合意。【２＋１（厚労大臣）】�
◦  オンライン授業やデジタル教科書について、規制をなくしていく方向で一致。【２＋１（文科大臣）】�
� ※２＋１：平井デジタル改革担当大臣、河野規制改革担当大臣と関係閣僚とで行う規制改革・デジタル関連の打合せ

２．押印の見直し
　▶ �行政手続における不要な押印の見直しを推進�

各府省に対し、押印見直しの検討状況（存続の場合はその理由）を提出するよう通知
　▶ �民間における手続についても見直し

３．書面・対面規制の見直し
　▶ �行政手続、民間同士の手続を見直し

４．常駐・専任義務の見直し

５．税・保険料・手数料等の支払いのデジタル化

６．デジタル時代に向けた、規制全般のデジタルトランスフォーメーション
　▶ �デジタル化を阻害する規制・制度の見直しとともに、デジタル技術がもたらすイノベーション・付加価値を享受できる

よう、規制・制度を最新化
　　　　例：デジタル技術を活用した最先端の医療・介護
　　　　　：放送・通信の融合

７．テレワーク推進の観点から、時間や場所にとらわれない働き方の推進
　▶ �労働時間管理や労働環境などの労働関係の規制・制度について、テレワーク推進の観点から明確化、柔軟化等

図表１　社会全体のデジタル化に向けた規制改革の推進

出所：経済財政諮問会議資料
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約
１
５
０
人
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
、
主
に
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
テ
ッ
ク
と
い
う
新
分
野
で
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
Ａ
Ｉ
で
社
内
の
暗
黙
知

を
収
集
し
、
経
営
の
意
思
決
定
を
高
度
化
す
る
Ｓ
ａ

ａ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス「ideagram

」の
提
供
、
大
企
業
と

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
協
業
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
オ
ン

ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム「V

ISIT
S innovators

」

の
運
営
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
観
点
か
ら
見

る
と
、
２
０
２
０
年
４
月
に
「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
促
進
税
制
」
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
制
度
が

整
い
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、業
界
別
に
は
、Airbnb

の
民
泊
や
Ｕ
ｂｅｒ

の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
い
っ
た
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ

ノ
ミ
ー
」
に
関
す
る
規
制
な
ど
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
進
化
に
対
し
て
規
制
・
制
度
、

あ
る
い
は
商
習
慣
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
部
分
が
多

く
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ウ
ィ
ズ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に

お
け
る
規
制
・
制
度
改
革

の
課
題

原
　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
コ
ロ
ナ
禍
で
我
が
国
の

経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、

改
め
て
デ
ジ
タ
ル
化
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）を
急
ぐ
必
要
性
が
増
し
て
い
ま

す
。
時
田
委
員
長
、
コ
ロ
ナ
禍
で
明
ら
か
に
な
っ
た

規
制
・
制
度
上
の
課
題
に
つ
い
て
も
う
少
し
具
体
的

に
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
露
呈
し
た

デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ

時
田
　
残
念
な
が
ら
、
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
我

が
国
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
が
露
呈
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
は
、

こ
れ
ま
で
規
制
改
革
が
進
ま
ず
、
普
及
が
遅
れ
て
き

た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん（
図
表
２
）。
行
政
改
革
推
進

委
員
会
が
今
夏
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
り
、
非
対
面
・
非
接

触
型
の
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
が
加
速
す
る
中
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
阻
害
す
る
規
制
・
制
度
に
つ

い
て
多
く
の
改
革
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
専
属
産
業
医
や
電
気
主
任
技
術
者
な
ど
の

有
資
格
者
に
つ
い
て
、「
常
駐
」「
専
任
」
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
や
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
で
技
術
的
に
代
替
可
能
で
あ
っ
て
も
、

テ
レ
ワ
ー
ク
に
切
り
替
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
も
有
効
な
技
術・

サ
ー
ビ
ス
の
迅
速
な
導
入
に
対
し
て
、
法
制
度
が
未

整
備
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
道
路
交
通
法
や
航
空

法
な
ど
の
制
度
設
計
の
段
階
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
ド
ロ

ー
ン
に
よ
る
技
術
の
活
用
が
包
含
さ
れ
ず
例
外
扱
い

と
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
手
続
き
が
不
明
瞭
・
煩
雑

化
し
、
非
対
面
物
流
・
無
人
点
検
の
社
会
実
装
を
阻

害
し
て
い
る
の
で
す
。

　

富
士
通
は
、
２
０
２
０
年
７
月
か
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
を
契
機
に
Ｄ
Ｘ
企
業
へ
の

変
革
を
さ
ら
に
加
速
し
、
従
業
員
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
高
い
生
産
性
を
発
揮
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創

出
し
続
け
ら
れ
る
新
し
い
働
き
方
と
し
て
「W

ork 
Life Shift

」を
推
進
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
を
基
本

と
し
、
そ
の
利
用
率
は
８
割
に
達
し
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
先
述
の
通
り
、
産
業
医
は
オ
フ
ィ
ス
に
出

社
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
出
勤
し
て
働
く
こ

と
を
前
提
と
し
た
法
制
度
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
企

業
活
動
や
勤
務
実
態
の
急
速
な
変
化
に
規
制
改
革
が

追
い
つ
い
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す（
図
表
３
）。

原
　
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、
規
制
改
革
推
進
会

議
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
か
、
小

林
議
長
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を

変
革
へ
の
ト
リ
ガ
ー
に

小
林
　
規
制
改
革
の
議
論
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
中
心
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
今
や
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ
る
と

い
う
認
識
の
も
と
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

２
０
２
０
年
３
〜
４
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
を
踏
ま
え
、
安
倍
晋
三
首
相（
当
時
）か
ら
、
緊
急

対
応
措
置
の
取
り
ま
と
め
に
当
た
り
、
２
つ
の
検
討

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
と
遠
隔
教
育
の
活

用
で
す
。
３
月
31
日
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
議
論

を
受
け
、
４
月
１
日
に
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
関
す
る
特
命
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
を

立
ち
上
げ
、
オ
ン
ラ
イ
ン（
電
話
）診
療
お
よ
び
服
薬

指
導
の
活
用
、
遠
隔
教
育
の
活
用
を
巡
る
意
見
を
取

り
ま
と
め
、
４
月
７
日
の
政
府
の
緊
急
経
済
対
策
に

盛
り
込
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン（
電
話
）診
療
お
よ
び
服
薬
指
導
に
つ

い
て
は
、
初
診
対
面
原
則
の
時
限
的
緩
和
や
診
療
報

酬
上
の
取
り
扱
い
の
見
直
し
を
行
い
、
希
望
す
る
患

者
が
適
切
な
対
応
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
た
だ
し
「
原
則
と
し
て
３
カ
月
ご
と
に

検
証
を
行
う
」
と
の
付
帯
事
項
が
あ
り
、
時
限
的
・

特
例
的
な
措
置
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

遠
隔
教
育
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
早
急
な

整
備
を
は
じ
め
、
教
育
機
会
確
保
の
た
め
の
施
策
を

講
ず
る
こ
と
を
明
確
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ジ
タ

ル
の
資
料
配
布
を
原
則
許
諾
不
要
と
す
る
改
正
著
作

権
法（
２
０
１
８
年
５
月
25
日
公
布
）を
即
時
施
行
し
、

２
０
２
１
年
度
か
ら
の
本
格
実
施
に
向
け
て
補
償
金

負
担
の
軽
減
の
た
め
の
必
要
な
財
政
措
置
を
講
じ
る

こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

２
つ
目
は
、
書
面
・
押
印
・
対
面
規
制
の
見
直
し

で
す
。
４
月
27
日
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
け
る

緊
急
提
言
を
受
け
、
押
印
や
書
面
提
出
な
ど
の
制

度
・
慣
行
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
緊
急
の
対
応
措
置

を
取
り
ま
と
め
る
よ
う
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
、
経
団
連
は
じ
め
４
経
済
団
体
か
ら
の
要
望

を
受
け
付
け
、
各
省
庁
に
検
討
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
要
望
の
あ
っ
た
行
政
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

法
令
に
根
拠
の
な
い
押
印
を
求
め
な
い
な
ど
の
緊
急

対
応
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
恒
久
的
な

対
応
と
し
て
は
、
必
要
な
検
討
を
行
い
、
法
令
や
通

達
の
改
正
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。
現
在
、
河
野

─オンライン化と医療ビッグデータの構築─

医療ビッグデータの構築
•国・自治体の個人情報取扱の統一
•匿名加工情報の基準明確化

迅速な研究開発
•治験の同意取得の迅速化

感染拡大の防止　　　 　　一人ひとりに対する（予防）医療の提供

オンライン診療

（薬局外からの）オンライン服薬指導

オンライン特定保健指導

図表２　ヘルステックの飛躍的普及

出所：「改訂版Society 5.0の実現に向けた規制・制度改革に関する提言」から事務局作成

─DXを推進し、常駐・専任要件を廃止すべき─

感染拡大の防止　　 多様な働き方の実現　　 生産性・安全性の向上

電気主任技術者

産業監視制御システム産業監視制御システム・
WEBカメラでWEBカメラで
発電量データ等を発電量データ等を
モニタリングモニタリング

太陽光発電設備・
自家用電気工作物

建設専任技術者

オンライン会議ツールやオンライン会議ツールや
仮想デスクトップ等で仮想デスクトップ等で

テレワークテレワーク

建設営業所

専属産業医

他社オフィス他社オフィス・病院等から病院等から
健康管理や面接指導、健康管理や面接指導、

衛生教育衛生教育

各社オフィス

図表３　デジタル技術を前提とした規制・制度の見直し

出所：「改訂版Society 5.0の実現に向けた規制・制度改革に関する提言」から事務局作成
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太
郎
規
制
改
革
担
当
大
臣
が
、
不
要
な
押
印
の
見
直

し
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

民
間
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者
に
よ
る

押
印
見
直
し
の
取
り
組
み
を
促
進
す
る
た
め
に
、
押

印
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ク

ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た
電
子
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
署

名
法
に
お
け
る
位
置
付
け
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
が
、

今
後
の
普
及
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

電
子
署
名
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
を
作
成
し
、
経
済
団
体

な
ど
に
周
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
緊
急
措

置
と
し
て
一
定
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
が
、
社
会
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
前
提
と
し
た
恒
久
的
な
対
応
と
し
て

今
後
も
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
変
革
へ
の
契
機
、
ト
リ
ガ
ー
に
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

原
　
政
府
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
松
本
代
表
は
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
普
及
に
あ
た
っ
て
の
規
制
・
制
度
上
の
障
害
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
と 

利
便
性
の
追
求
と
の
バ
ラ
ン
ス

松
本
　
Ａ
Ｉ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
進
歩
す
る
中

で
、
よ
り
良
質
な
デ
ー
タ
が
価
値
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
過
去
10
年
の
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ

ン
グ
技
術
の
飛
躍
的
進
歩
で
、
大
量
の
デ
ー
タ
学
習

で
Ａ
Ｉ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
生
成
す
る
こ
と
が
一
般

的
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
々
の
利
便

性
も
向
上
し
、
特
に
ウ
ィ
ズ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

時
代
に
お
け
る
「
新
し
い
生
活
様
式
」
も
変
化
し
て

く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
活
用
し
た
画
像
認
識
技
術
に
よ
っ
て
本
人

確
認
が
簡
単
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
ユ
ー
ザ
ー
の

利
便
性
、
安
全
性
は
向
上
し
ま
す
。
一
方
で
、
著
作

権
や
肖
像
権
と
い
っ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
問
題
、

例
え
ば
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
お
い
て
顔
写
真

を
大
量
に
学
習
デ
ー
タ
と
し
て
用
い
る
場
合
、
個
別

の
同
意
が
な
い
利
用
が
肖
像
権
を
侵
害
し
な
い
か
、

匿
名
性
を
ど
う
担
保
す
る
か
、
デ
ー
タ
使
用
に
関
す

る
心
情
的
な
問
題
を
ク
リ
ア
出
来
る
の
か
、
な
ど
議

論
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
し
、
透
明
性
を
高
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
デ
ー
タ
の
所
有
権
問
題
は
、
情
報
銀
行
を

は
じ
め
と
す
る
新
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
く
う
え

で
も
、
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
確
保
と
利
便
性
の
追
求
と
が
適
切
な
バ
ラ
ン
ス

を
取
れ
る
均
衡
点
を
見
つ
け
、
規
制
・
制
度
を
構
築

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｇ
Ａ
Ｆ

Ａ
な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
よ
る
デ
ー
タ
の

寡
占
に
よ
っ
て
、
市
場
に
お
け
る
公
正
な
競
争
を
阻

害
し
て
い
る
と
い
う
側
面
も
あ
り
、
ど
こ
ま
で
規
制

を
加
え
る
の
か
、
そ
の
基
準
な
ど
も
整
備
し
て
い
く

　

他
方
で
、
私
達
が
デ
ジ

タ
ル
化
の
恩
恵
を
十
分
に

受
け
ら
れ
る
環
境
に
到
達

す
る
に
は
、
ま
だ
課
題
が

多
い
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

行
政
側
の
課
題
と
し
て

は
、
特
に
行
政
手
続
き
の

電
子
化
に
は
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
が
不
可
欠
で
す
が
、

自
治
体
側
の
事
務
的
・
財

政
的
負
担
を
ど
の
よ
う
に

軽
減
す
る
か
が
問
題
と
な

り
ま
す
。

　

事
業
者
の
課
題
と
し
て
、

中
小
企
業
の
テ
レ
ワ
ー
ク

が
浸
透
し
な
い
原
因
に
押

印
処
理
や
ペ
ー
パ
ー
ワ
ー

ク
が
減
ら
ず
、
理
想
と
現

実
に
乖
離
が
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
事
業

者
側
の
意
識
改
革
も
求
め

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

個
人
単
位
で
見
る
と
、

特
別
定
額
給
付
金
の
「
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
を
使
っ

た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
、

自
治
体
側
で
住
民
情
報
を

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

原
　
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
向
け
て
多
く
の
課
題
が
あ

り
ま
す
ね
。
石
井
先
生
、
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
の

分
野
で
は
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
推
進
に
は 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
普
及
が
鍵

石
井
　
２
０
１
９
年
５
月
に
成
立
し
た
「
デ
ジ
タ
ル

手
続
法
」（
図
表
４
）で
は
、
①
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス

ト（
個
々
の
手
続
き
・
サ
ー
ビ
ス
が
一
貫
し
て
デ
ジ

タ
ル
で
完
結
す
る
）、
②
ワ
ン
ス
オ
ン
リ
ー（
１
度
提

出
し
た
情
報
は
、
２
度
提
出
す
る
こ
と
を
不
要
と
す

る
）、
③
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ（
民
間
サ

ー
ビ
ス
を
含
め
、
複
数
の
手
続
き
・
サ
ー
ビ
ス
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
実
現
す
る
）の
３
つ
が
理
念
と
し
て

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
と
と
も
に
、
行
政
手
続
き
、

民
間
取
引
の
双
方
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
一
括

し
て
処
理
が
可
能
な
環
境
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
も
関
わ
っ
て
い
る
地
方
税
の
電
子
化
に
関
す
る
検

討
会
で
は
、
地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
の
税
目
拡

大
や
税
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
な
ど
が
検
討
さ
れ
、

２
０
１
９
年
11
月
に
取
り
ま
と
め
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。
行
政
機
関
と
納
税
者
双
方
の
コ
ス
ト
削
減
に
大

き
く
貢
献
す
る
施
策
で
あ
り
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
一
つ
一
つ
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
政
府
の
税

制
調
査
会
で
も
同
様
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

う
ま
く
照
合
で
き
な
い
と
い
う
問
題
と
相
ま
っ
て
ス

ム
ー
ズ
に
進
ま
な
い
と
い
う
報
道
が
な
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
私
は
、
行
政
手
続
き
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
が
効
果
的
に
機
能
す
る
こ
と
が
鍵
だ
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
枚
数
率
は

人
口
比
で
約
２
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２

１
年
３
月
か
ら
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
保
険
の
資

格
確
認
や
薬
剤
情
報
の
共
有
な
ど
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は

日
常
生
活
に
直
結
し
た
仕
組
み
に
な
っ
て
く
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
国
民
の
側
に
も
「
ま
ず
は
使

っ
て
み
る
」
と
い
う
意
識
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

Society 5.0

時
代
に 

求
め
ら
れ
る 

規
制
・
制
度
の
あ
り
方

原
　
こ
こ
ま
で
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
ご
指
摘
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
課
題
を
乗
り
越
え
た
そ

の
先
、Society 5.0

時
代
の
規
制
・
制
度
が
ど
う
あ

る
べ
き
か
に
つ
い
て
う
か
が
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

Society 5.0

時
代
と
は
「
デ
ジ
タ
ル
革
新
と
多
様
な

人
々
の
想
像
・
創
造
力
の
融
合
に
よ
っ
て
、
社
会
の

課
題
を
解
決
し
、
価
値
を
創
造
す
る
社
会
」
を
指
し

ま
す
。
そ
こ
で
の
規
制
・
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
規

デジタル技術を活用し、行政手続等の利便性の向上や行政運営の簡素化・効率化を図るため、
行政のデジタル化に関する基本原則及び行政手続の原則オンライン化のために必要な事項等を定める。

○行政手続オンライン化法の改正

デジタル技術を活用した行政の推進の基本原則

①デジタルファースト：個々の手続・サービスが一貫してデジタルで完結する
②ワンスオンリー：１度提出した情報は、２度提出することを不要とする
③コネクテッド・ワンストップ：民間サービスを含め、複数の手続・サービスをワンストップで実現する

　行政手続のデジタル化のために必要な事項

行政手続におけるデジタル技術の活用

行政手続のオンライン原則

◦�国の行政手続（申請及び申請に基づく処分通知）� �
について、オンライン化実施を原則化� �
（地方公共団体等は努力義務）

◦�本人確認や手数料納付もオンラインで実施� �
（電子署名等、電子納付）

添付書類の省略

◦�行政機関間の情報連携等によって入手・参照できる情報に
係る添付書類について、添付を不要とする規定を整備� �
（登記事項証明書（令和２年度情報連携開始予定）や� �
住民票の写しなどの本人確認書類等）

デジタル化を実現するための情報システム整備計画

◦�オンライン化、添付書類の省略、情報システムの共用化、�  
データの標準化、APIの整備、情報セキュリティ対策、BPR等

デジタルデバイドの是正

◦�デジタル技術の利用のための能力等の格差の是正� �
（高齢者等に対する相談、助言その他の援助）

民間手続におけるデジタル技術の活用の促進

◦�行政手続に関連する民間手続のワンストップ化

◦�法令に基づく民間手続について、支障がないと認める場合
に、デジタル化を可能とする法制上の措置を実施

図表４　デジタル手続法の概要

出所：内閣官房情報通信技術（IT）総合戦略本部資料から抜粋
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し
」
に
つ
い
て
は
、
①
官
民
の
情
報
の
非
対
称
性
を

前
提
と
し
た
、
新
た
な
規
制
・
制
度
体
系
へ
の
見
直

し
、
②
規
制
手
法
と
し
て
の
ゴ
ー
ル
ベ
ー
ス
規
制

（
公
益
保
護
達
成
の
た
め
の
必
要
最
小
限
の
規
制
）へ

の
移
行
、
③
い
わ
ゆ
る
コ
ー
ド
や
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

へ
の
対
応
、
④
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
へ
の

対
応
、
⑤
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
即
し
た
権
利
者
保
護
の

あ
り
方
、
⑥
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の

対
応
、
⑦
Ａ
Ｉ
な
ど
の
新
技
術
の
活
用
に
あ
た
っ
て

必
要
と
な
る
対
応
な
ど
、
Ｄ
Ｘ
あ
る
い
はSociety 

5.0

の
実
現
に
向
け
て
重
要
な
論
点
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

規
制
改
革
推
進
会
議
で
は
、
こ
う
し
た
方
向
性
に

沿
っ
て
、
改
革
の
必
要
性
の
高
い
規
制
・
制
度
に
つ

い
て
の
見
直
し
の
議
論
を
、
優
先
順
位
を
付
け
て
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
ア
ジ
ャ
イ
ル
な
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
を

目
指
す
取
り
組
み
が
、
世
界
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
イ
ン
ド
で
は
「
イ
ン
デ
ィ
ア
・
ス
タ

ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
国
民
Ｉ
Ｄ
を
基
盤
と
し
た
、
オ

ー
プ
ン
な
デ
ジ
タ
ル
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
に
後
れ
を
取
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
我
が
国
も
国
際
社
会
と
対
話
し
な
が
ら
、

と
も
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
関
連
で
は
、米
国
に

お
い
て
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
、Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｔ（
ア
メ
リ
カ
国
立
標
準

技
術
研
究
所
：N

ational Institute of Standards 

and T
echnology

）な
ど
が
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
設
計

に
積
極
的
に
乗
り
出
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
も
リ
ス
ク
ベ

ー
ス
の
Ａ
Ｉ
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
、
デ
ー
タ
利
用
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

我
が
国
で
も
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
を
高
め

て
、
技
術
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
推
進
す 

る
べ
く
、
経
済
産
業
省
の
政
策
実
施
機
関
で
あ
る 

Ｉ
Ｐ
Ａ（
情
報
処
理
推
進
機
構
：Inform

ation-
technology Prom

otion A
gency, Japan

）傘
下

の
組
織
と
し
て
、
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
「
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
・
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」
が
発

足
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
市
場
の
基
盤
整

備
の
方
針
に
つ
い
て
、
官
民
の
英
知
を
結
集
し
、ア
ク

シ
ョ
ン
を
加
速
す
る
た
め
に
、同
省
で
「Society 5.0

に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
基
盤
整
備
会
議
」
が
、
２
０
２

０
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
中
西
会
長
に
も
委
員

に
入
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
４
月
６
〜
７
日
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
サ
ミ
ッ
ト（
Ｇ
Ｔ

Ｇ
Ｓ
）」
が
東
京
で
初
開
催
さ
れ
ま
す
。
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
も
と
で
、
第
４
次
産
業
革
命
に
お
け

る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
設
計
、
展
開
に
つ
い
て
、
官
民

を
含
む
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
議
論
・
発
信

す
る
と
い
う
も
の
で
、
日
本
は
議
長
国
と
し
て
ア
ジ

ェ
ン
ダ
設
計
に
も
参
画
し
て
い
ま
す
。
中
西
会
長
も

共
同
議
長
の
お
一
人
な
の
で
、
経
団
連
を
含
め
て
国

際
的
な
規
制
・
制
度
に
関
す
る
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

原
　
小
林
議
長
か
ら
発
言
の
あ
っ
た
論
点
に
つ
い
て
、

石
井
教
授
の
お
考
え
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

柔
軟
な
ル
ー
ル
形
成
に
向
け
た 

課
題
と
は

石
井
　
い
く
つ
か
コ
メ
ン
ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
１
は
、
官
民
の
情
報
の
非
対
称
性
で
す
。
私
は

法
律
の
世
界
に
身
を
置
い
て
き
ま
し
た
が
、
社
会
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
む
に
伴
い
、
規
制
の
ル
ー
ル
が

複
雑
化
し
、
数
も
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
特
に
「
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
」
が
最
た
る

も
の
で
、
個
人
情
報
保
護
法
制
を
は
じ
め
と
す
る
情

報
関
連
の
法
令
は
非
常
に
難
易
度
を
高
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
規
制
主
体
と
規
制
対
象

の
情
報
格
差
を
広
げ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

個
人
情
報
保
護
法
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
な
ど
、
省
庁

か
ら
事
業
者
向
け
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
多
数
出
て
お

り
、
そ
れ
ら
は
、
情
報
発
信
の
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　

規
制
改
革
推
進
会
議
で
は
「
法
令
レ
ベ
ル
で
は
概

括
的
な
規
律
を
行
う
に
と
ど
め
る
べ
き
」
と
い
う
取

り
ま
と
め
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ご
指
摘
の
通
り
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
他
方
で
、
国
の
法
令
を
概
括
規
制

の
も
と
に
動
か
す
こ
と
が
出
来
る
か
は
課
題
で
す
。

　

日
本
の
法
令
は
行
政
法
が
多
く
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス

に
今
日
ま
で
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
行
政
機
関
が
事

業
者
に
規
律
を
課
し
て
、
違
反
が
あ
っ
た
時
に
法
を

執
行
す
る
た
め
に
は
、
法
的
根
拠
が
必
要
に
な
る
た

め
、
規
律
も
細
か
く
な
り
が
ち
で
す
。
こ
う
し
た
日

本
の
法
制
度
の
性
質
を
変
え
る
の
は
た
や
す
い
こ
と

で
は
な
く
、
長
期
的
に
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し

ょ
う
。

22
日
に
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
規
制
・
制
度
に
つ
い
て
」

を
取
り
ま
と
め
、
Ｄ
Ｘ
に
向
け
た
規
制
・
制
度
の
見

直
し
に
つ
い
て
の
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。

　

経
済
・
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
は
、
企
業
の

事
業
活
動
に
お
け
る
生
産
性
向
上
と
消
費
者
の
利
便

性
向
上
を
も
た
ら
し
ま
す
。
同
時
に
、
国
や
自
治
体

が
提
供
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
医
療
・
介
護
、
教
育

な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上
も
実
現
す
る

で
し
ょ
う
。デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、人
口
減
少
・
超
高
齢

化
社
会
を
迎
え
る
我
が
国
に
と
っ
て
、
直
面
す
る
諸

課
題
を
解
決
す
る
手
段
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
現
行
の
規
制
・
制
度
で
の
対
応
に
は
限

界
が
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導

入
・
活
用
や
新
た
な
形
で
の
事
業
展
開
を
阻
害
す
る

場
面
も
出
て
き
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
認
識
し
た
う
え

で
、
規
制
・
制
度
の
見
直
し
を
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
規
制
・
制
度
の
見
直
し
に
あ
た

っ
て
は
、
あ
る
程
度
類
型
化
し
た
う
え
で
、
具
体
的

な
見
直
し
の
基
準
を
示
す
こ
と
が
有
用
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
そ
こ
で
私
達
は
、
⑴
特
定
の
技
術
・
手
法

を
用
い
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
規
制
・
制
度
の
見
直

し
、
⑵
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
代
替
に
よ
る
対
面
・
書
面

規
制
の
見
直
し
、
⑶
業
規
制
の
見
直
し
、
⑷
柔
軟
な

規
制
体
系
へ
の
見
直
し
、
と
い
う
４
つ
の
「
切
り

口
」
と
い
う
べ
き
基
準
を
示
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
４
番
目
の
「
柔
軟
な
規
制
体
系
へ
の
見
直

制
・
制
度
改
革
の
延
長
線
上
に
は
な
い
可
能
性
が
高

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
小
林
議
長
か
ら
、
規
制
改
革

推
進
会
議
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
の

か
、
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
時
代
の 

規
制
・
制
度
改
革
の
方
向
性

小
林
　
規
制
改
革
推
進
会
議
は
、
２
０
２
０
年
６
月

今回のパンデミックで、我が国のデジタ
ル化の遅れが露呈した。経団連会員企業
へのアンケートでは、非対面・非接触型
の技術・サービスの導入や、テレワークの
推進を阻害する規制・制度について、改
革要望が多く寄せられた。Society 5.0
はDXがもたらす未来社会であり、企業
や社会全体のDXを加速する方向へと制
度やルールを変革することが急務であ
る。経団連としても、規制改革推進会
議はじめ関係機関と連携し、一気呵成
にDX、規制・制度改革を推進する所存
である。� （時田 隆仁）

規制改革推進会議では、この１年、グローバル、
デジタル、オープンという３つのキーワードの
もと、規制改革をアジャイルに進めるべく、議
論を進めてきた。特に社会全体のデジタル化に
向けては、書面・押印・対面規制の見直し、オ
ンライン診療・服薬指導およびオンライン教育、
デジタル技術の進展を踏まえた規制の総点検と
いう３つの課題を設定し、規制改革を推進して
いる。今後も、菅首相、河野大臣のリーダーシッ
プのもと、コロナ禍での緊急対応の恒久化、「規
制改革・行政改革ホットライン」を活用した国
民目線での規制・制度改革の迅速な実行に取り
組んでいきたい。� （小林 喜光）
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変
わ
り
つ
つ
あ
る
ル
ー
ル
づ
く
り 

─�

情
報
銀
行
、
公
正
競
争
規
約
、 

Ａ
Ｉ
社
会
原
則

石
井
　
そ
こ
で
、
第
２
に
、
共
同
規
制
的
な
取
り
組

み
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
松
本
代
表
か
ら
も
言
及
の
あ
っ
た
情

報
銀
行
で
す
。
こ
れ
は
、
新
た
な
法
制
度
を
設
け
る

こ
と
な
く
、
個
人
が
同
意
し
た
一
定
の
範
囲
で
、
個

人
情
報
の
第
三
者
提
供
を
情
報
銀
行
に
委
任
す
る
と

い
う
も
の
で
、
官
民
が
協
力
し
て
仕
組
み
を
作
り
、

個
人
情
報
の
自
由
な
流
通
を
促
す
取
り
組
み
で
す
。

総
務
省
と
経
済
産
業
省
の
検
討
会
が
認
定
指
針
を
作

り
、
日
本
Ｉ
Ｔ
団
体
連
盟
が
情
報
銀
行
の
認
定
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
法
制
度
に
基
づ
く
場
合
で
、
景
品
表
示

法
の
公
正
競
争
規
約
と
い
う
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
事
業
者
な
ど
が
公
正
取
引
委
員
会
と
消
費

者
庁
長
官
の
認
定
を
受
け
て
、
表
示
・
景
品
類
に
関

す
る
業
界
の
自
主
ル
ー
ル
を
作
る
も
の
で
、
食
品
、

酒
、
家
電
の
分
野
な
ど
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
事
業

者
は
、
公
正
競
争
規
約
を
守
っ
て
い
れ
ば
景
品
表
示

法
違
反
の
リ
ス
ク
を
回
避
出
来
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
法
令
を
ベ
ー
ス
と
し
な
い
、
あ
る

い
は
法
令
を
ベ
ー
ス
と
す
る
場
合
で
も
自
主
規
範
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
で
ル
ー
ル
が
運
用
さ
れ
る
例
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
制
度
が
普
及
す
る
と
、
柔

軟
な
ル
ー
ル
形
成
が
進
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

３
つ
目
は
、
Ａ
Ｉ
対
応
で
す
。
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
Ｅ
Ｕ
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
、
人
工
知
能

学
会
、
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
、
日
本
の
内
閣
府
、
総
務
省
な
ど
、

国
内
外
で
非
常
に
多
く
の
原
則
、
指
針
が
策
定
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
内
閣
府
で
は
自
主
的
な
取
り
組
み
を

促
す
原
則
と
し
て
「
人
間
中
心
の
Ａ
Ｉ
社
会
原
則
」

な
ど
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
の
利
活
用
を
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で

検
討
し
た
場
合
に
は
、自
動
運
転
事
故
に
限
ら
ず
、プ

ラ
イ
バ
シ
ー
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、著
作
権
侵
害
な
ど
、

様
々
な
場
面
で
の
リ
ス
ク
が
挙
げ
ら
れ
、い
ず
れ
の

場
合
も
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
が
共
通
す
る
問
題
と
な

り
ま
す
。
規
制
改
革
推
進
会
議
の
取
り
ま
と
め
の
中

で
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
誰
が
責
任
を
負
う

の
か
」
と
い
う
点
は
こ
れ
ま
で
の
法
制
度
で
は
非
常

に
扱
い
に
く
い
課
題
で
す
。
現
在
は
諸
原
則
ブ
ー
ム

が
到
来
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
ど
こ
ま
で
リ
ス
ク

を
回
避
出
来
る
の
か
、
Ａ
Ｉ
も
関
連
ル
ー
ル
の
形
成

も
発
展
途
上
で
す
の
で
、
ど
こ
か
の
段
階
で
諸
原
則

の
効
果
を
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
は
概
括
的
な
基
本
法
の
よ
う
な
も
の
を
設

け
て
、
細
部
を
自
主
的
な
規
範
に
委
ね
る
手
法
を
取

る
べ
き
時
期
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
自
主
規

制
を
政
府
が
促
し
て
い
く
形
が
望
ま
し
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
諸
原
則
ブ
ー
ム
の
検

証
を
行
う
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

原
　
小
林
議
長
と
石
井
教
授
か
ら
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

に
つ
い
て
言
及
が
あ
り
ま
し
た
。
規
制
・
制
度
を
考

え
る
う
え
で
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
重
要
性
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

規
制
は
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
か
ら 

ゴ
ー
ル
ベ
ー
ス
へ

松
本
　
例
え
ば
、
あ
る
映
像
作
品
の
著
作
権
保
護
で

は
「
無
断
複
製
を
禁
じ
て
違
反
に
罰
則
を
科
す
」
と

い
う
事
後
的
ル
ー
ル
の
設
定
が
伝
統
的
な
法
規
制
で

す
。
一
方
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
は
「
行
為
を
制
約
す

る
環
境
や
仕
組
み
」
と
い
っ
た
概
念
で
あ
り
、
著
作

権
保
護
の
た
め
「
作
品
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
自
体
を
、

コ
ピ
ー
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
出
来
な
い
技
術
仕
様
と

す
る
」
よ
う
な
こ
と
を
指
し
ま
す
。「
技
術
的
な
ル

ー
ル
が
法
規
制
と
同
等
の
役
割
を
果
た
す
」
と
い
う

の
は
、
こ
う
し
た
目
的
達
成
手
段
の
代
替
性
を
指
す

も
の
で
あ
り
、
普
段
は
意
識
し
づ
ら
い
で
す
が
、
実

は
、
法
に
よ
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
よ
り
も
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
に
よ
る
制
度
設
計
の
あ
り
方
こ
そ
が
、

自
然
人
や
法
人
の
行
動
を
大
き
く
左
右
し
て
い
る
と

い
う
例
は
ほ
か
に
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

特
に
サ
イ
バ
ー
空
間
に
お
い
て
は
、
リ
ア
ル
空
間

よ
り
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
は
見
え
に
く
く
、
ま
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
修
正
一
つ
で
簡
単
に
変
更
出
来
、
国
境
の
壁

も
関
係
な
い
と
い
う
、
リ
ア
ル
空
間
と
は
全
く
違
う

特
性
が
あ
り
ま
す
。

　

従
っ
て
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
対
す
る
ル
ー
ル
・

規
制
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
細
か
な
行

為
規
制
を
明
確
に
す
る
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
だ
と
、
そ
の

ス
ピ
ー
ド
感
や
柔
軟
性
の
観
点
か
ら
対
応
出
来
ま
せ

ん
。
価
値
観
を
共
有
し
て
目
指
す
べ
き
ゴ
ー
ル
を
明

ら
か
に
す
る
ゴ
ー
ル
ベ
ー
ス
に
す
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。「

ま
ず
や
っ
て
み
る
」た
め
の
制
度
設
計

松
本
　
ま
た
、Society 5.0

の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
時

代
は
、
様
々
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
と
そ
れ
に
よ

る
人
々
の
行
動
変
容
が
複
雑
か
つ
相
互
に
影
響
し
合

っ
た
結
果
と
し
て
構
築
さ
れ
る
社
会
で
す
。
そ
の
よ

う
な
変
化
に
対
し
、
事
前
に
全
て
の
影
響
を
予
測
し
、

最
適
な
規
制
・
制
度
を
考
案
す
る
の
は
不
可
能
だ
と

思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
の
激
し
い
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
な
ど
で
は
、
事
前
に
厳
し
い
法
規
制

で
縛
る
の
で
は
な
く
、
命
に
関
わ
る
重
大
な
懸
念
が

な
い
分
野
に
関
し
て
は
「
ま
ず
や
っ
て
み
て
影
響
を

分
析
し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
規
制
や
制
度
を
構
築

し
て
い
く
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
乗
り
捨
て
可
能
な

「e-scooter

」
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
で
は
、
初
め

は
事
業
者
の
自
由
な
活
動
を
容
認
、
そ
の
後
、
歩
道

を
邪
魔
す
る
、
景
観
が
悪
く
な
る
な
ど
の
問
題
が
明

る
み
に
出
た
の
で
、
順
に
規
制
を
導
入
し
た
、
と
い

う
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
も
特
区
な
ど
地
域
限
定
の
規
制
緩
和
は
実

施
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
あ
く
ま
で
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
は
ほ
か
に
弊
害
が
な
い
範
囲
と
い
う
限
定
的
な

も
の
に
と
ど
ま
る
印
象
で
す
。
一
昨
年
、
我
が
国
に

も
導
入
さ
れ
た
「
規
制
の
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
制
度
」

も
約
20
件
し
か
利
用
が
な
い
そ
う
で
、
手
続
き
の
煩

雑
さ
の
ほ
か
、
リ
ス
ク
回
避
を
最
優
先
に
考
え
る

「
保
守
的
マ
イ
ン
ド
」
そ
の
も
の
を
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
、
活
用
は
進
ま
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
世
界
で
誰
も

試
し
た
こ
と
が
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
意
味
が
あ
り
ま

す
。
前
例
主
義
を
前
提
に
し
て
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
起
こ
せ
ま
せ
ん
。当
然
、チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
過
程

で
は
失
敗
が
つ
き
も
の
で
、
失
敗
に
対
す
る
国
民
の

A I 等のデジタル技術が進歩する中、より良
質なデータが価値を持つようになった。デー
タ活用によって、人々の生活の利便性は向上
する一方、著作権や肖像権といったプライバ
シー保護の問題が生じる。利便性とプライバ
シーのトレードオフ問題に対し、適切なバラ
ンスを取れる落とし所を見つけ、規制・制度
を構築していかなければならない。Society 
5.0のようなデジタル時代には、イノベー
ションに向けて「まずはやってみる」という
アプローチを採用するべきであり、その前提
として失敗に対する国民的許容度を高めてい
く必要がある。� （松本 勝）

コロナ禍によって、デジタルガバメント推
進の必要性が明らかとなった。ウィズ・ポ
ストコロナの時代を見据えて、オンライン
で一貫した行政手続きが出来るようになる
ことは、我々国民の生活にとって不可欠で
ある。政府には、事業者のデジタル化を推
進する規制緩和、マイナンバー制度の普及
を含め、一層の推進を期待する。一方、事
業者には、オンライン化に向けた意識改革
を期待したい。特に日本企業の大部分を占
める中小企業の意識が変わらなければ、行
政側が手当てをしても、オンライン化は進
まない。� （石井 夏生利）
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ン
バ
ー
制
度
の
普
及
を
含
め
、
一
層
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ

メ
ン
ト
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
に
お
け
る
、
分
か
り
や

す
く
柔
軟
な
制
度
設
計
に
も
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

冒
頭
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
情
報
に
関
す
る
法
制

度
は
非
常
に
複
雑
化
し
て
お
り
、
特
に
中
小
事
業
者

の
実
務
ベ
ー
ス
に
落
ち
た
時
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
担
保
が
難
し
か
っ
た
り
、
出
来
て
い
な
か
っ
た
り

す
る
場
面
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
関
連
の
法
制
度
を
全
体
的
に
見

直
し
て
い
た
だ
き
、
使
わ
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は

使
い
勝
手
の
悪
い
制
度
の
廃
止
も
含
め
て
、
法
制
度

の
整
理
を
行
う
時
期
に
来
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
共
同
規
制
や
、
法
制
度
の
中
で
認
定

の
仕
組
み
を
設
け
て
事
業
者
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

リ
ス
ク
を
回
避
出
来
る
よ
う
な
制
度
も
、
よ
り
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

事
業
者
に
期
待
す
る
こ
と
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

向
け
た
意
識
の
改
革
で
す
。
特
に
中
小
事
業
者
に
つ

い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
な
く
て
も
仕
事
に
支
障

が
な
い
か
ら
進
め
な
く
て
問
題
な
い
と
い
う
声
を
聞

き
ま
す
が
、
日
本
の
企
業
の
大
部
分
を
占
め
る
中
小

企
業
の
意
識
が
変
わ
ら
な
い
と
、
行
政
側
だ
け
で
手

当
て
を
し
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
進
ま
な
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
押
印
の
必
要
の
な
い
文
書
に
つ
い
て

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
け
で
処
理
出
来
る
よ
う
に
、
実

務
フ
ロ
ー
も
変
え
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

許
容
度
も
か
か
わ
り
ま
す
。
Ｕ
ｂｅ
ｒ
が
他
国
で
解

禁
さ
れ
て
い
る
の
に
日
本
で
認
め
ら
れ
な
い
の
は
な

ぜ
か
。
既
得
権
益
者
を
擁
護
す
る
あ
ま
り
利
用
者
の

利
便
性
を
損
な
う
の
で
は
、
世
界
か
ら
取
り
残
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
、と
感
じ
ま
す
。我
が
国
も
世
界
基

準
と
同
等
の
規
制
レ
ベ
ル
を
保
つ
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

原
　
こ
こ
ま
で
の
議
論
に
つ
い
て
、
時
田
委
員
長
は

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

共
同
規
制
導
入
に
は 

官
民
双
方
の 

発
想
の
転
換
が
不
可
欠

時
田
　Society 5.0

は
Ｄ
Ｘ
が
も
た
ら
す
未
来
社
会

で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

に
実
装
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
境
を
越
え
た
デ
ー
タ

の
利
活
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
延
長

線
上
に
な
い
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
出
現
す
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ご
指
摘
の
通
り
、

や
は
り
企
業
や
社
会
全
体
の
Ｄ
Ｘ
を
促
す
方
向
へ
と

制
度
や
ル
ー
ル
を
変
革
す
る
こ
と
が
急
務
と
考
え
ま

す
。
革
新
的
な
取
り
組
み
に
対
応
し
得
る
、
柔
軟
性

を
持
っ
た
制
度
設
計
が
今
ま
さ
に
必
要
な
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
官
の
規
制
の
み
で
は
な
く
、
民

間
も
自
主
ル
ー
ル
の
よ
う
な
形
で
関
与
す
る
緩
や
か

な
規
律
を
主
と
し
た
規
制
・
制
度
の
あ
り
方
が
有
用

と
考
え
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
小
林
議
長
、
石
井
教

授
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
政
府
が
設
計
す
る
ゴ
ー

ル
ベ
ー
ス
規
制
の
も
と
、
民
間
が
自
主
的
な
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
行
動
規
範
を
公
表
す
る
共
同
規
制
は
、
有

効
な
手
段
と
な
り
得
る
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
設
備
の
安
全
規
制
に
つ
い
て
、
民
間
が

自
主
的
に
、
安
全
状
態
の
把
握
に
必
要
な
リ
ア
ル
タ

イ
ム
デ
ー
タ
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
を
官
と
共
有
す

る
こ
と
で
、
事
前
規
制
や
点
検
・
報
告
義
務
を
最
小

化
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
自
動
運
転
車
の
車
両
規
制
で
は
、
車
両
が

装
備
す
る
技
術
の
規
格
・
ス
ペ
ッ
ク
を
中
心
と
し
た

規
制
か
ら
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
衝
突
し
な
い
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
保
安
基
準
や
定
性
的
要
件
が
満

た
さ
れ
て
い
る
か
を
規
定
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ

に
変
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
柔
軟
な
規
制
・
制
度
の
導
入
に
は
、
官

民
双
方
の
発
想
の
転
換
が
不
可
欠
で
す
。
官
に
お
い

て
は
、
許
認
可
や
行
政
指
導
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に

見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
民
間
は
よ
り
主

体
的
に
ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
に
関
与
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
説
明
責
任
を

担
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
人
材
を
育
成
し

て
い
く
こ
と
も
課
題
で
す
。

デ
ー
タ
流
通
に
向
け
た 

グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
制
・
制
度
の
調
和

時
田
　
ま
た
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
サ
ー
ビ
ス
を
世

界
に
広
く
展
開
す
る
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
の
越
境
流

通
加
速
に
向
け
た
制
度
整
備
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
デ

ー
タ
利
活
用
は
、
経
済
や
社
会
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
促
進
し
、
ひ
い
て
は
新
た
な
社
会
課
題
解
決
モ
デ

ル
の
構
築
に
も
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
が
提
唱
し
て
い
る
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ（D

ata Free 
Flow

 W
ith T

rust

）は
、
ま
さ
に
こ
れ
を
目
指
す

取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
実
現
に
は
、
各
国

に
お
け
る
、
規
制
・
制
度
の
調
和
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
と
考
え
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
の
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ダ
ボ
ス
会

議
で
は
、サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
文
脈
で
、Hum

an 
Rights

（
人
権
）、H

um
an D

ignity

（
人
間
の
尊
厳
）

に
関
す
る
議
論
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
私
が
グ
ロ
ー

バ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
出
席
し
た
時
、

そ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
は
「D

ata D
ignity

（
デ
ー
タ
の
尊
厳
）」
で
す
。
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
を

「D
ignity

（
尊
厳
）」
の
レ
ベ
ル
ま
で
議
論
す
る
と
い

う
の
が
、
今
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
潮
流
な
の
だ
、
と
い

う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
も
、
当
社
は
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ッ

ク
ス
化
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
「
人
間
の
た

め
の
Ａ
Ｉ
」
と
す
る
た
め
の
Ａ
Ｉ
倫
理
に
関
す
る
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
活
発
に
し
て
い
か
な
く
て
は
い

け
な
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
し
た
日
本
全
体
の
デ
ー
タ
に
対
す
る
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
Ａ
Ｉ
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
倫

理
観
の
議
論
な
ど
を
並
行
し
て
進
め
な
け
れ
ば
、
歪

ん
だ
形
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し

て
い
ま
す
。

原
　
多
様
な
取
り
組
み
の
必
要
性
が
提
起
さ
れ
ま
し

た
が
、
我
が
国
に
お
い
て
こ
う
し
た
柔
軟
な
制
度
設

計
を
行
う
う
え
で
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
り
得
る
の

は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

「
心
の
規
制
改
革
」も
必
要

時
田
　
大
企
業
側
の
慣
習
や
仕
組
み
が
規
制
・
制
度

改
革
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
か
ら
大
企
業
に

望
む
改
革
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
教
え
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

松
本
　
大
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に
関
わ
る

担
当
者
と
の
や
り
取
り
を
通
じ
て
、
社
内
の
評
価
制

度
改
革
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
新
規
事
業
は

失
敗
す
る
確
率
が
高
い
の
で
、
減
点
式
の
評
価
制
度

で
は
担
当
者
は
リ
ス
ク
を
負
っ
て
ま
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
せ
ず
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
か
ら
の
情
報
収
集
ど
ま

り
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
大
企
業
の
ト
ッ

プ
の
危
機
感
や
ビ
ジ
ョ
ン
が
、
現
場
レ
ベ
ル
と
共
有

出
来
て
い
な
い
企
業
が
あ
る
の
も
現
実
で
す
。

小
林
　「
心
の
規
制
改
革
」
が
必
要
で
す
ね
。
日
本

で
ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業
が
生
ま
れ
に
く
い
の
は
、
マ
イ

ン
ド
の
違
い
が
大
き
い
。
日
本
人
は
、
老
い
も
若
き

も
ガ
ッ
ツ
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
。
デ
ジ
タ
ル
以
前
に
メ
ン
タ
ル
の
部
分
が
重
要
で

あ
り
、
心
の
岩
盤
を
砕
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

松
本
　
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
そ
の
意
味
で
も
良
い

き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
人
が
「
う

ち
の
会
社
は
絶
対
に
潰
れ
な
い
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

な
ん
か
起
こ
さ
な
く
て
も
良
い
」
と
い
う
意
識
で
は

ダ
メ
だ
、
と
気
付
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

総
括
と
し
て 

─
政
府
・
経
済
界
の
役
割

原
　
今
日
の
議
論
を
通
し
て
、
既
存
の
枠
を
超
え
て
、

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
、
共
同
規
制
な
ど
適
切
な
規
制
・

制
度
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く
姿
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
う
し
た
規
制
・
制
度
を
整
備
し
て
い
く

中
で
、
政
府
や
経
済
界
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う

べ
き
か
、
総
括
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
関
連
の
法
制
度
の 

全
体
的
な
見
直
し
を

石
井
　
政
府
に
期
待
し
た
い
の
は
、
や
は
り
デ
ジ
タ

ル
ガ
バ
メ
ン
ト
の
推
進
で
す
。
政
府
・
自
治
体
に
お

け
る
行
政
手
続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
一
貫
し
て
処
理

出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
我
々
の
生
活
に
と
っ

て
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。
事
業
者
が
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
し
や
す
く
す
る
規
制
緩
和
と
と
も
に
、
マ
イ
ナ
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で
以
上
に
民
間
の
役
割
が
重
要
に
な
る
と
考
え
て
お

り
、
経
団
連
と
し
て
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

変
革
期
に
お
け
る
規
制
改
革 

推
進
会
議
の
役
割

小
林
　
人
類
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
第
１
次
、
第

２
次
産
業
革
命
で
は
、
人
間
の
手
や
足
を
外
部
化
し
、

蒸
気
機
関
、
自
動
車
な
ど
の
発
明
に
よ
り
、
利
便

性
・
生
産
性
を
高
め
ま
し
た
。
同
時
に
、
石
炭
や
石

油
を
大
量
に
燃
焼
し
、
環
境
を
破
壊
し
て
き
た
。
そ

う
い
う
時
代
で
し
た
。

　

第
３
次
産
業
革
命
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
活
用

が
始
ま
り
、
現
在
の
第
４
次
産
業
革
命
、
そ
れ
に
続

くSociety 5.0

で
は
、
人
間
の
脳
ま
で
外
部
化
し
て

し
ま
う
よ
う
な
、
コ
ン
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
と
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
時
代
と
な
り
ま

す
。
私
達
は
、
そ
う
い
う
大
き
な
変
革
期
に
あ
る
と

い
う
認
識
を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
の
中
で
、
日
本
経
済
が
勝
ち

残
る
た
め
に
は
、
Ｄ
Ｘ
が
不
可
欠
で
あ
り
、
時
田
委

員
長
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
国
の
カ
ル
チ
ャ
ー
を

変
え
る
覚
悟
が
必
要
で
す
。
２
０
５
０
年
前
後
に
は

デ
ジ
タ
ル
オ
ン
リ
ー
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
間

に
ち
ょ
っ
と
ア
ナ
ロ
グ
が
入
っ
て
し
ま
う
だ
け
で
、

生
産
性
、
効
率
は
著
し
く
低
下
し
ま
す
。
穴
の
開
い

た
バ
ケ
ツ
に
水
を
く
む
よ
う
な
も
の
で
す
。

変
化
や
失
敗
に
対
す
る 

許
容
度
を
高
め
る

松
本
　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
Ａ
Ｉ
に
か
か
わ
る
規

制
・
制
度
に
つ
い
て
感
じ
る
の
は
、
日
本
で
は
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
対
す
る
理
解
や
、

変
化
に
対
す
る
許
容
度
が
低
い
と
い
う
点
で
す
。
こ

れ
は
、
国
民
側
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
に
対
し
大
き
な

影
響
力
を
持
つ
報
道
機
関
ま
で
含
め
て
言
え
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
ベ
ー
ス
に
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
登
場
し
た
際

に
、
殆
ど
の
ケ
ー
ス
で
問
題
が
な
い
の
に
、
た
っ
た

１
件
の
問
題
が
起
こ
っ
た
だ
け
で
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス

自
体
が
、
あ
た
か
も
犯
罪
者
の
よ
う
に
メ
デ
ィ
ア
か

ら
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
て
、
社
会
か
ら
消
え
る
場
面

を
何
度
も
見
て
き
ま
し
た
。

　

当
然
、
潜
在
的
に
社
会
に
大
き
な
問
題
を
起
こ
す

可
能
性
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
規

制
を
設
け
る
こ
と
で
方
向
転
換
を
促
す
べ
き
で
す
が
、

も
し
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
よ
り
改
善
す
れ

ば
解
決
で
き
る
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
が

消
費
者
の
利
便
性
を
大
き
く
向
上
さ
せ
る
も
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
閉
鎖
は
日
本
に
お
け
る
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
芽
を
摘
ん
で
い
る
こ
と
を
意
味
し

ま
す
。

　

そ
も
そ
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
誰
も
挑
戦
し
た

　

そ
う
し
た
中
、
菅
内
閣
発
足
後
最
初
の
規
制
改
革

推
進
会
議
で
は
、「
規
制
改
革
・
行
政
改
革
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
を
設
置
し
、
こ
こ
に
寄
せ
ら
れ
た
提
案
を

規
制
・
制
度
の
見
直
し
に
直
結
さ
せ
る
取
り
組
み
を

強
化
さ
せ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

国
民
目
線
で
の
規
制
・
制
度
改
革
の
迅
速
な
実
行
を

目
指
す
も
の
で
す
。

　

当
面
の
審
議
事
項
と
し
て
は
、
⑴
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
お
よ
び
新
た
な
生
活
様
式

に
向
け
た
規
制
改
革
、
⑵
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
向
け
た
、

規
制
全
般
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
、
⑶
地
方
を
含
め
た
経
済
活
性
化
・
成
長
路
線
へ

の
回
復
に
向
け
た
規
制
改
革
を
「
３
つ
の
柱
」
と
し
、

規
制
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
お
よ
び
新
た
な
生
活
様
式
に
向
け
た
規
制
改

革
」
で
は
、
①
書
面
規
制
、
押
印
、
対
面
規
制
の
見

直
し
、
②
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
・
服
薬
指
導
、
遠
隔
教

育
な
ど
の
時
限
的
措
置
の
恒
久
化
、
③
テ
レ
ワ
ー
ク

推
進
の
観
点
か
ら
時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
働

き
方
の
推
進
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
の
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
向
け
た
、
規
制
全

般
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
盤
の
整
備
、
信
頼
性
の
あ

る
自
由
な
デ
ー
タ
流
通
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
の

育
成
な
ど
で
す
。

　

３
つ
目
の
「
地
方
を
含
め
た
経
済
活
性
化
・
成
長

こ
と
の
な
い
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
も
の
で

あ
り
、
１
０
０
％
の
安
全
の
保
証
を
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
す
。
問
題
を
起
こ
し
た
い
と
思
っ
て
サ
ー
ビ

ス
を
開
発
し
て
い
る
人
は
お
ら
ず
、
我
々
は
た
だ
世

の
中
を
便
利
に
し
た
い
と
い
う
思
い
で
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
共
通
認
識
を
、
政
府
、

経
済
界
、
国
民
全
体
が
持
ち
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

も
た
ら
す
ト
ー
タ
ル
な
利
便
性
向
上
と
リ
ス
ク
を
て

ん
び
ん
に
か
け
な
が
ら
、
柔
軟
に
規
制
・
制
度
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

プ
ロ
セ
ス
や
制
度
、
風
土
、 

カ
ル
チ
ャ
ー
を
同
時
に
変
え
て
い
く

時
田
　
大
企
業
の
問
題
は
、
小
林
議
長
の
「
心
の
規

制
改
革
」
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、
心
に
刺
さ
り
ま

し
た
。
Ｄ
Ｘ
は
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
適
用
す

れ
ば
成
し
遂
げ
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
プ

ロ
セ
ス
や
制
度
、そ
し
て
風
土
、カ
ル
チ
ャ
ー
を
同
時

に
変
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
改
め
て
必
要
性
が

明
ら
か
と
な
っ
た
規
制
・
制
度
改
革
が
、
菅
内
閣
の

も
と
で
加
速
度
的
に
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ま
さ
に
、こ
の
国
の
風
土
改
革
、カ
ル
チ
ャ
ー
チ
ェ
ン

ジ
に
な
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
、Society 5.0

時
代
に
お
け
る
規

制
・
制
度
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
据
え
、
着
実
に
前
進

し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。
そ
の
中
で
、
こ
れ
ま

路
線
へ
の
回
復
に
向
け
た
規
制
改
革
」
で
は
、
地
方

経
済
の
活
性
化
や
国
際
競
争
力
の
向
上
に
向
け
た
金

融
機
能
の
強
化
、
観
光
再
生
や
強
い
農
業
の
創
出
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
で 

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」 

社
会
を
実
現

小
林
　
菅
内
閣
で
は
、
規
制
改
革
を
政
策
の
ど
真
ん

中
に
置
い
て
、
集
中
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特

に
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
が
経
済
成
長
、
豊
か
な
生
活

の
維
持
を
妨
げ
て
い
る
現
実
を
踏
ま
え
、
政
府
一
体

で
デ
ジ
タ
ル
化
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
庁
の
新
設
が
そ
の
象
徴
で
す
が
、

国
民
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
変
え
る
と
い
う
意
味
で

も
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
国
連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
重

要
な
考
え
方
の
一
つ
で
あ
る
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」
社
会
の
実
現
に
、
積
極
的
か
つ
効
果
的
に
関
与

す
る
も
の
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
緊
急
対
応
の
恒
久

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
官
民
問
わ
ず
、
日
本
社

会
が
一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
経
済
界
の
取
り
組
み
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

原
　
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
２
０
２
０
年
１０
月
１５
日
　
経
団
連
会
館
に
て
）
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